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プノンペン補習授業校運営委員会規約
（名称）

第１条　本会は、プノンペン補習授業校運営委員会(以下「委員会」と言う)と称する。

（目的）

第２条　本規約は、カンボジア日本人会（以下「日本人会」と言う）会則に基づき設立されたプノンペン補習授業校（以下「補習校」と言う）英文名「Phnom Penh Japanese School」に関する委員会の設置及び運営について必要な事項を定めることを目的とする。

（構成）

第３条　委員会は、委員長、2名以下の副委員長及び9名以下の委員により構成される。委員長、副委員長及び委員は、一人一票の議決権を有する。

（委員長の任命）

第4条 委員長は、日本人会役員会が同会役員の中から任命し、速やかに本規約第１２条に規定する保護者会代表及び本条第１３条に規定する教師会代表（以下同様）に通知する。

２　任期途中で委員長がプノンペンから転勤或いは事故等で職務を遂行できなくなった場合は、副委員長（２名いる場合は、日本人会役員会で１名選出）が残任期間代行する。
（副委員長及び委員の任命）

第５条　副委員長及び委員は、日本人会役員会が任命し、速やかに補習校の教師会代表及び保護者会代表に通知する。

2　任期途中で副委員長及び委員がプノンペンから転勤若しくは事故等で職務を遂行できなくなった場合は、日本人会役員会は後任副委員長及び委員を任命することができる。
（委員長、副委員長及び委員の任期）

第６条　委員長、副委員長及び委員の任期は１年とする。原則、4月1日から翌年3月31日までとするが、次年度の委員長、副委員長及び委員が選任されるまで任期は継続するものとする。

2 前条第２項で任命された副委員長及び委員の任期は、前副委員長及び委員の残任期間とする。

3 委員長、副委員長及び委員の留任を妨げない。

（委員長、副委員長及び委員の報酬）

第７条　委員長、副委員長及び委員は、その職務に対する報酬を受けないものとする。

(召集、定足数及び議決)

第８条　委員会は、委員長(委員長に事故がある時は、副委員長)が招集する。

2　委員会の会議は、委員長が必要と認めた時に随時開催する。

3　委員会は、審議を行う上で必要があれば、委員会以外の者に会議への出席を求めることができる。但し、その者は議決権を有しない。

4 委員会の審議に急を要し、委員長、副委員長及び委員を招集できない場合には、委員長、副委員長及び委員への持ち回り（電子メールを含む）決裁をもって委員会の開催に代えることができる。但し、議決は本条７項の要件を満たすものとする。

5 委員の３分の１以上から求めがあるときは、委員長（委員長が不在の時は副委員長）は速やかに委員会を招集しなければならない。
6 委員会の定足数は、委員長を除く副委員長及び委員の合計人数の２分の１とする。副委員長及び委員が事情により欠席する場合は、予め委員長（委員長不在の場合は、副委員長）宛て委任状の提出をもって出席と看做す。
7 委員会は委員長が議長を務め、委員長欠席の場合は副委員長が代行し、決議案は議決権を有する実際の出席者の過半数以上の賛成を持って成立する。委員長及び副委員長も賛否の意思を示すことが出来る。委任状を提出した者の賛否は議長に一任とする。
（委員長、副委員長及び委員の職務）

第９条　委員長は、補習校を代表する。
2　副委員長は委員長を補佐し、またその不在時には委員長の職務を代行する。

3　総務・渉外委員は、「事務局」と連携し補習校に関する申請書類の作成、財産管理等を担当する。必要に応じ関係団体との折衝及び会議等へ出席し、後日、委員会へ報告する。

4　会計委員は、年度予算編成、収納支出管理、決算等会計及び経理を担当する。

5　書記委員は、委員会の会議議事録を作成し、関係書類データを保管する。

（決議事項）

第１０条　委員会は、本規約第８条に従い補習校の組織・業務運営に関する以下の事項を定めることができる。

(1) 校長の選出・推薦。（但し、校長の最終承認・任命は、日本人会役員会が行う）
(2) 教職員の選任、採用、変更、報酬、採用基準制定等。

(3) 入学金・授業料の制定、変更、徴収及び管理方法。

(4) その他補習校運営に関する業務。（但し、補習校の廃校、移転、増改築、新築等重要事項については、日本人会役員会へ上申し承認を得るものとする）
(事務局)

第１１条　委員会に関する庶務は、事務局がこれを行う。

2　事務局は、委員会の下部組織とし、事務局長は委員長が任命する。

3　事務局長の報酬は、委員会が決定する。

4　事務局は、委員会に関する庶務に加え、以下の事項を補佐する。

(1) 保護者会に関する庶務

(2) 教師会の事務

（保護者会）

第１２条　補習校と保護者とが協力して、家庭と補習校と社会における児童生徒の健全な成長を図る事並びに保護者の意見を補習校運営に反映させる事を目的として「保護者会」を置く。

２　保護者会は、本補習校に在籍する児童生徒の保護者により構成される。

３　保護者会は、本条の目的を達する為並びに委員会及び教師会との連絡等の為、保護者より「代表者」選任し代表者名を委員会へ報告し承認を受ける。

４　保護者会代表は、本規約第５条及び委員会より活動報告、事業計画等の通知、説明を受けその内容を保護者へ通知する。

（教師会）

第１３条　補習校と教師とが協力して、本補習校に在籍する児童生徒の学習と生活の基礎基本を身に付ける為教師の意見を補習校運営に反映させる事を目的として「教師会」を置く。

２　教師会は、本補習校に在籍する児童生徒を対象に補習校で教室学習に従事している教師により構成される。

３　教師会は、本条の目的を達する為並びに委員会及び保護者会との連絡等の為、教師より「代表者」を選任し代表者名を委員会へ報告し承認を受ける。

４　教師会代表は、本規約第５条及び委員会より活動報告、事業計画等の通知、説明を受けその内容を教師へ通知する。
（会計年度及び監査）

第１４条　委員会の会計年度は、4月1日から翌年3月31日までとする。

2 委員会は、補習校の組織・業務運営に関する各会計年度の会計報告を、日本人会役員会に対し実施する。

3 会計監査は、会計監査人を委員会メンバー以外の日本人会会員より委員長が任命し依頼する。

（関連規約・規則等）

第１５条　本規約の変更・改訂は、日本人会役員会にて行う。

２　本規約を補完するため、別途「補習授業校運営規則」を定める。現行の「プノンペン補習授業校学則」は廃止する。

（その他）

第１６条　本規約に定めの無い事案が発生した場合は、別途委員会又は日本人会役員会にて協議するものとする。

２　この規約の改定は、本規約１５条１項に従い可決され同時に効力を発し、同時に施行するものとする。

（附則）

本規約は2001年4月1日から施行する。

本規約は2003年3月22日に改定、同年4月1日から施行する。

本規約は2004年2月7日に改定、同日から施行する。

本規約は2005年6月13日に改定、同日から施行する。
本規約は2013年1月19日に改定、同日から施行する。






